学習会のご案内　　　　　　　　2016年9月吉日
福岡県障害者権利条例を創る会
世話人代表　藤田幸廣
（事務局090-1360-5616大平）
拝啓
　初秋の候、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて2006年、国連総会において障害者権利条約が採択され、障害者は「他の者との平等を基礎として」「権利の主体である」ことが世界の共通理解となりました。永らく「保護・庇護の客体」であった障害者が、誰にも命令されず、強制されず、指示されず、人生の主人公として振る舞う権利があることが確認されたのです。これを受けて国内においても各地で差別禁止条例が制定され、差別解消推進法が制定され、そして2014年権利条約が批准されるに至りました。
　私たちは、この福岡県においても障害者が差別されること無く、家族とともに地域で平穏に、そして安心して暮らせる条例が必要だと考え、その実現に全力で取り組んでいます。
　家族や関係者との広範な協同を創り出し、障害者自身の主体的で力強い取り組みが求められています。差別を肉体的にも、精神的にも、そして皮膚感覚でも知る当事者が条例づくりでも主役となる必要があると思います。
　福岡県ではカリタスの家、リブロを始め、施設での虐待が数多く発生しています。
自称支援者や家族による虐待も残念ながら報告されています。私たちの目指す条例は、このような虐待をなくすものでなければなりません。また、「この条約の趣旨に沿わない、または反する制度・政策は見直さなければならない」と権利条約にあるとおり、差別を見逃し、許し、温存し、固定する制度や政策の見直しも必要です。
このような認識の下、県下各地で条例づくりの学習会を開催いたすこととなりましたので、別紙の通りご案内申し上げますとともに、多くの方々のご参加をお願いする次第です。たくさんのご意見、ご提案をお寄せ頂き、より良い条例づくりに反映致したいと存じます。この福岡県から障害者差別をなくしましょう。
　末筆ながら皆様の益々のご健勝をお祈り致します。
敬具
